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八王子センター元気は、八王子市から委託を受けて高齢者の社会参加を支援するボランティア団体です。 
「げんき」は八王子センター元気が発行しています。     発行日：奇数月１５日。年６回発行 

  

   

 

 

                               

◆新代表挨拶  鈴木 久夫                        

今年は例年になく木々・花々の開花が早く訪れました。この度、代表に選任 
いただき、改めて責任の重さを実感すると共に、前代表のパワフルな行動の結 
果、明るく多くのメンバーが集まる集団を作り上げられたことに感謝しておりま
す。高齢者の生きがい作りを推進する八王子センター元気は設立 16 年目を
迎え、4 月に 27 名が加って全 179 名のコーディネーターと登録いただいてい
る技能ボランティア 644 名で新年度の活動が始まりました。 

八王子市にも高齢化の波はひしひし訪れている今、センター元気は益々社 
会のニーズに応えてさらなる活動が求められております。今後も役員及びメン 
バー全員が一丸となって社会の要請に応えていきたいと思います。 

新年度に当たり初心に戻って「ボランティアとは」を考えました。 
①無理しない範囲で続けられる活動を：自身の体力・気力と相談しながら活動する。外出が多
いので、家庭の理解を得る事が大切、長続きのためには無理は禁物。 ②相手の立場になって
行動を：なにかと自分独りよがりの考えで動きがちですが、利用者様や他のコーディネーターの
立場・思いを理解しながら行動。 ③約束を守る：どんな社会でも急用で約束が守れない事は
必ず起こるもの、本人や家族が急病になった、こんな時はすぐに関係者へ電話 1 本入れる、こ
れが信頼を続けられるベース。 ④チームワーク：過去の社会経験の違いにより得手･不得手が
あります。不得手のときは周りのメンバーの意見を理解･協力し合う。 ⑤活動を通して学ぶ：私
たちは共通の目標を持っているからこそ、こんなに多くのメンバー 
が集まっています。「共に学び共に社会に貢献する」もっと優しく言う 
ならば「皆で一緒に活動して、楽しみながら社会貢献する」ことだと思 
います。高齢者の生きがい作り・社会参加という使命を果たすべく、微 
力ながら尽くしていきます。今後もご支援・ご協力の程、よろしくお願い 
いたします。 

❤代表退任挨拶  伊藤 涼子                         

ありがとうございました！ 
“光陰矢のごとし”様々な出来事がありました。たくさんの 
方々とお知り合いになりました。充実した日々を過ごさせ 
ていただいた 5 年間が無事にすぎました。八王子センタ 
ー元気にとって少しでもプラスになった年月だったとし 
たらそれは全て素晴らしい家族のような仲間たちのお蔭です。代表として活動す 

         ればするほど、仲間の大切さや絆がひしひしと感じられました。本当に本当にあ 
りがとうございました。これからは、一ボランティアとして声の続く限り活動していき

たいと願っています。私ごときが生意気ではありますが、アインシュタインの言葉“誰かの役に立
ってこその人生”を見習って生きたいと切に思います。そして、鈴木代表をはじめ３０年度役員
の皆様、ご活躍とご健康を心より祈っております。コーディネーターの一員として、八王子センタ
ー元気が益々居心地の良い場所になりますよう、発展していけますよう微力ながら皆様を支え、
協力させていただけたら幸いです。 
末筆でございますが、市長、高齢者いきいき課、関連部署の皆様、そしてたくさんのお世話に

なりました諸団体の皆様、衷心より御礼申し上げます。これからの八王子センター元気にも相変
わりませぬご鞭撻ご支援を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 
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新しく仲間入りされた 
新コーディネーターの方々（27 名） 

(代   表) 
(副 代 表) 
  
(会   計) 
(事 務 局) 
(開   拓) 
(研   修) 
(傾   聴） 

鈴木 久夫 
松尾 禎夫  源嶋 盛信  横山 普平 
駒木 朝彦    遠藤 宏子 
清水 千代子 宮野 洋子  佐藤 妙子  
古屋 孝治  稲荷   裕   佐藤 静子 
鴨居 光雄  㓛刀 正芳  木下 敏夫 
横山 普平  斎藤   学   磯   貞男 
鹿又 ワカ      若月 レイ子  佐藤 鷹志 

(養成講座) 
(懇 談 会) 
(広   報) 
(ふれあい作品展) 
(拓け！センター 
     元気) 
(監   事) 
(相 談 役) 

遠藤 宏子  山口 湛子  樋口 秀範 
猪又 陽子  武藤 淳子 岸  美代子 
駒木 朝彦  小野   泉  鈴木 美代  
北原  勲  若宮 正璋 小川 陽子 
梶山 昭子   森口 成男  大山 竹彦 
 
渡辺   洵  狩野 雄一郎 
富永 哲夫  伊藤 涼子 

平成 30 年度 新体制で始動 

八王子センター元気 平成 30 年度  担当役員 

木村  敏子 (南大沢) 

小坂  京子(大楽寺町) 

小山 千秋 (東浅川町) 

新川 安子 (元本郷町) 

高田 よう子 (みなみ野) 

髙橋 光子 (楢原町) 

相原 礼子 (上柚木) 

池野 和子 (八日町) 

伊藤 純二 (松木) 

井上 紗世子 (初沢町) 

内田 和隆 (西寺方町) 

大内 克夫 (絹ヶ丘) 

岡本 悦江(上柚木) 

菊地 明子 (打越町) 

木村 キヨコ (打越町) 

瀧見 浩之 (万町) 

田中 英美 (高尾町) 

田中 美知子 (明神町) 

為永 登美子 (犬目町) 

寺井 由美子 (犬目町) 

土井 和恵（久保山町) 

服部 園子 (明神町) 

日向 たかこ (川口町) 

松崎 公子 (石川町) 

茂木 恵美子 (長房町) 

山崎 倫子 (西寺方町) 

渡辺 志佐子 (別所) 

こ の 度 、 「 拓 け ！ セ ン タ ー 元 気 」 を 担 当

す る こ と に な り ま し た 。 ベ テ ラ ン の 方 か ら 新

人 ま で 多 く の 参 加 者 と の 連 携 と 協 力 を 頂

き 、 こ の 発 表 の 機 会 を 守 っ て い く こ と が 役

割 ではと感 じております。皆 様 のご協 力 を

お願 いいたします。        大 山  竹 彦  

今 ま で 多 く を 成 功 さ れ た 先 輩 の 方 々 に

加 わ り 目 標 に 向 か う 事 は 新 し く 色 々 な 経

験 をして、吸 収 する喜 びもあり活 動 の難 し

さも 味 わい、達 成 感 と いう 喜 びが 待 っ て い

る。もし後 で自 分 の思 った完 成 度 でなくて

も、今 後 も前 へ進 みたい。  小 川  陽 子  

傾 聴 懇 談 会 や 三 者 懇 談 会 を 通 して 施

設 様 や ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 の 思 い や 悩 み

を知 り、ボランティアの皆 さんの活 動 が楽 し

く や り が い の あ る も の に な る よ う に 先 輩 の

方 々に 教 えて 頂 き な がら勉 強 してまいりた

いと思 います。           岸  美 代 子  

「〇〇の手習いで」傾聴等の講座受講後４年目

に。事務局で足手まといにならないようにし、嫌な事

と思っても喜んで微力ながら実践して、出会い、ラポ

ールを大切にして「縁の下の力持ち」になりたい。  

佐藤 静子 
鈴 木 代 表 の広 報 は楽 しいよ！楽 しいよ！

の言 葉 に誘 われ担 当 になりました。今 までま

る で や っ た 事 の な いこ と で 少 し 戸 惑 っ て お り

ますが出 来 る範 囲 で楽 しく！をモットーにや

って行 きたいと思 います。よろしくお願 いしま

す。                    鈴 木  美 代  

８５歳 になる私 が役 員 になるなんて…いつ

皆 さんにご迷 惑 をかける事 になるかも知 れま

せ んが、 お 引 き 受 けし たか らに はこの 一 年 、

何 事 に も 気 を 配 り 頑 張 り ま す の でよ ろ し く お

願 いたします。           武 藤  淳 子  

こ の 度 、 ふ れ あ い 作 品 展 を 担 当 す る こ と

になりましたが、初 めての経 験 で大 変 緊 張 し

て お り ま す 。 毎 年 素 晴 ら し い 作 品 の 数 々 が

展 示 さ れ ま す が 、 鑑 賞 さ れ る 方 々 に は 満 足

していただけますよう盛 り上 げていきたいと思

います。               若 宮  正 璋  

新役員から抱負をいただきました 
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第 7 回 楽しく身につくボランティア養成講座を終えて 

受講生 募集 
期間：平成 30 年 7 月 17 日(火)～翌年 3 月 19 日(火) 1 回／月 

●折 り 紙 毎月第 3 月曜日 10:00～12:00 

●簡単手芸 毎月第 2 火曜日 13:00～15:00 

●健康音楽 8 月 9 月第 2 火曜日 13:30～15:30 

      10 月より施設にて現場実習 

●書  道 毎月第 2 月曜日 10:00～12:00 

＜以上 4 講座共全 10 回＞ 

 ●参加資格 八王子市在住、おおむね 60 歳以上の方 

●定  員 各講座 10～15 名 

      応募多数のときは抽選 

●応募締切 6 月 15 日(金) 

●参 加 費 200 円／回＋材料実費 

●講座会場 八王子市大横保健福祉センター 

●申 込 先 八王子センター元気（月曜～金曜 10:00～16:00） 

      ☎ 042-627-9179 

●本講座は趣味の講座ではありません。 

講座修了後ボランティア登録をしていただきます。 

●4 講座合同の開講式：7 月 17 日(火)13:30 より 子安市民センターにて 

●申込みは 1 名 1 講座 

 

平成 29 年 7 月 12 日に始まり、平成 30 年 3

月 20 日修了式を迎えました。 絵てがみ、ち

ぎり絵、マジック、体操入門の 4 講座の修了

者は 53 名でした。ボランティア活動の第一

歩として知識を身につけ実習して、また理解

しボランティアとして活動して、いろいろな場

所で喜んで頂けるようにがんばってくださるこ

とと、願っております。 

 自分自身も健康になり、仲間作りもできま

す。たくさんの笑顔にも出会うことが楽しくな

ることでしょう。センター元気では皆様をお

待ちしております。講座終了にあたり、先生

方、施設様、関係者の方々のご協力を頂き

ました。感謝申し上げます。ありがとうござい

ました。 

太田 律子 記 

第 8 回 楽しく身につくボランティア養成講座 

折り紙 
(講師作品) 

簡単手芸 
(講師作品) 

テ ィ ア 養 成 講 ボ ラ 座 ン 
し く 身 に つ く 楽

絵てがみ 

ちぎり絵 

マジック 

体操入門 
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ボランティア活動の紹介     

養護老人ホーム「楢の里」は秋川街道を川 

口方面に向かい神社前バス停より坂を５～６

分下った川口川沿いにあります。対岸は水 

の清らかな池を雑木林がかこむような形の 

清水公園です。八王子八十八景の一景として 

名勝地であったとのことです。緑豊かな環境 

につつまれた住宅地の中にある四階建ての 

施設は多摩の丘陵にとけこんでいます。 

現 在 高

齢の利用

者様が２

００名ほ

どで生活

なさって

います。 

 

られます。施設の二階には立派な鐘楼があ

り、大晦日に利用者の皆さまや近隣の方々

も参加して除夜の鐘を撞くことができま

す。 

私たち傾聴ボランティアは4年前から毎

月第２、第 4 火曜日に傾聴をさせていただ

いております。特に回想法で故郷のことや

幼い頃の遊び、昔の台所や炊事道具、空腹

な時代の食べものなどを思い出して話に

花を咲かせております。利用者の皆様の

「待っていたよ」「また来てね」の言葉が

私たちの励みになっているのです。少し不

自由になった身体で自分を励まし、人のた

めになる事ができる。これが本当にありが

たいのです。      大木 元子 記 

 

傾聴ボランティアの私たちは職員とスタッフ

の温かい心遣いで利用者の方々と楽しいひと

時を過ごす事が出来ます。イベントは、春の

「観桜会」に始まり「花まつり」、夏は「七夕」

「納涼会」特に「盆踊り」は盛大で太鼓と演

奏に合わせ中庭に踊りの輪が広がります。芝

生に屋台もでて、焼きそば、トウモロコシな

どいろいろなお楽しみに利用者の皆様は大喜

びです。来所のご家族も一緒になって楽しい

ひと時を過ごされます。私たちボランティア

もこの時ばかりは心から明るくほっとした気 

 

持 ち に な り ま

す。 

年間を通して

隣接する光明保

育園園児さんた

ち の 訪 問 が あ

り、可愛い園児

さんたちとの交

流を楽しんでお

ら 

八王子センター元気 

平成 29 年度活動実績 
No 項    目 H29 年度 H28 年度 

1 運営日数 244 日 244 日 

2 当番参加者 659 名 666 名 

3 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ登録者 179 名 163 名 

4 ボランティア登録者 644 名 650 名 

6 新規成約件数 380 件 315 件 

7 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ講師活動件数 11,523 件 10,844 件 

8 活動箇所（延べ） 1,387 箇所 1,394 箇所 

 

 

お知らせ 

定例会・イベント等のご案内  

・5 月 15 日 (火) 定例会  北野市民センター 

・5 月 17 日 (木) 第 6 回拓け！センター元気 

いちょうホール小ホール 

・5 月 22 日～6 月 26 日(毎週火曜日) 

傾聴ボランティア養成講座 

子安市民センター 

・6 月 19 日（火）定例会 子安市民センター 

・7 月 17 日（火）定例会 子安市民センター 

・7 月 17 日（火) 楽しく身に付くボランティア 

養成講座開講式 

  子安市民センター 

 


